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クールジャパン戦略のねらい （平成27年６月「クールジャパン戦略官民協働イニシアティブ」）

 クールジャパンは、外国人がクールととらえる日本固有の魅力（アニメ、マンガ、ゲーム等のコンテ
ンツ、ファッション、食、伝統文化、デザイン、ロボットや環境技術など）。

 クールジャパン戦略は、クールジャパンの、①情報発信、②海外への商品・サービス展開、③インバ
ウンドの国内消費の各段階をより効果的に展開し、世界の成長を取り込むことで、日本の経済成長に
つなげるブランド戦略。

② 政策・事業を連携させる
クールジャパンに係る取組みを、官民・業種間の垣根を超えて相互に連携させ、点ではなく面として展開させる。

③ 人材ハブを構築する
クールジャパン関連分野の人材を世界中から日本に引き付けて創造性を集積・高度化し、情報発信するハブの
構築が必要。

④ 外国人の視点を取り入れる
クールジャパンの海外への発信・展開にあたり日本ファンの外国人や影響力のある外国人と協働し、外国人の
目線で再編集することにより、日本の魅力の受容性を高める。

⑤ 地方の魅力をプロデュースする
地域のクールジャパン資源を発掘し、日本全体の魅力として海外に訴求できるよう集積・編集（キュレーション）
して海外で受け入れられる「商品」となるようプロデュースする。

①「デザイン視点」で横串を刺す
クールジャパンに係る各種取組について、商品・サービス等の「機能価値」（品質や性能など）に「感性価値」
（意匠や質感など）を加えた設計・編集により横串を刺し、魅力を高める。

クールジャパン戦略の５つの視点
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総務省：放送コンテンツの海外展開支援等

農水省：日本食・食文化の普及等

文科省 (文化庁)：文化芸術の振興や海外発信等

国交省 (観光庁)：訪日旅行促進に向けた情報発信等

財務省 (国税庁)：日本産酒類の魅力発信等

事務局：内閣府（知財事務局）

クールジャパン戦略の推進体制

経産省：コンテンツ輸出支援等

外務省：在外公館等での日本文化発信等

関係府省：
クールジャパン関係府省連絡・連携会議
- ＣＪ戦略に係る取組のフォローアップ、情報共有等を実施
- ＣＪ副大臣（議長）、政務官（副議長）、各省局長級

日本産酒類の輸出促進連絡会議
- 日本産酒類の輸出促進に係る取組のフォローアップ、情報
共有等を実施

- ＣＪ担当政務官（議長）、各省局長級

アドバイザリーボード
- プラットフォームの運営等について助言
- ｢クールジャパン戦略推進会議｣（2015年1～6月）
の有識者21名

○ 異業種連携による新たなビジネスプロジェクトの創出を
目的として、マッチングフォーラムや、機運醸成のため
のセミナーを開催

○ メンバー
・共同会長（３名）
［官］内閣府特命担当大臣（クールジャパン戦略）
［民］川上 量生 カドカワ㈱代表取締役社長

長榮 周作 パナソニック㈱代表取締役会長
・関係府省･政府関係機関（12名･５機関）
・民間団体（45団体）
・民間企業･機関･個人（35企業･機関、24名）

官民：クールジャパン官民連携プラットフォーム

民：クールジャパンアンバサダー、地域プロデューサー

○ クールジャパン・アンバサダー （現時点：38名）
- 発信力ある日本ファンの外国人などをネットワーク化

○ 地域プロデューサー（現時点：33名）
- 専門知識･ノウハウを持つ人材のリスト化

クールジャパン
戦略担当大臣

クールジャパン人材育成検討会（仮称）地方版クールジャパン推進会議（平成25年から10回開催）

２

クールジャパン人材育成検討会（平成29年2月24日立上）

クールジャパン拠点構築検討会（平成28年6月中間とりまとめ）
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●放送コンテンツ海外展開支援
●コンテンツのローカライズ・プロモーション支援
●コンテンツフェスティバル開催

情報発信 海外展開 インバウンド振興

クールジャパン戦略における政府の取組

●日本遺産の拡充

●エコツーリズムの推進

●食と農の景勝地

●酒蔵開放・酒蔵体験

●ジェトロによる支援
●クールジャパン機構による出資
●プロデューサー派遣
●クールジャパン地域プロデューサー

●地域資源の磨き上げ

●現代アート出展支援

●メディア芸術データベース

●日本産食材サポーター店

拠
点
等

●イベントカレンダー

●クールジャパンアンバサダー

●在外公館

●ジャパン・ハウス
●クールジャパン官民連携
プラットフォーム

●ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

●道の駅、海の駅

●国際空港で日本産酒類ＰＲ食
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化
等
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クールジャパン・アンバサダー ①（H28.11現在）

名前（敬称略） 肩書き 出身
居住地

分野
国 都市

1 クリス アシュトン William Reed Business Media 社 イベントダイレクター 英国 英国 ロンドン 食・日本酒

2 風戸 正義 (一社) 国際すし知識認証協会 代表理事 日本 日本 千葉 食

3 桐谷 エリザベス ジャーナリスト 米国 米国 ボストン 文化

4 熊倉 功夫 静岡文化芸術大学 学長／
(一社) 和食文化国民会議 代表理事／会長 日本 日本 京都 食

5 小池 信也 レストラン酒蔵阿吽 共同経営者兼総料理長 日本 ブラジル サンパウロ 食

6 小林 金二 北京蔵善飲食有限公司 副総経理／総料理長 日本 中国 北京 食

7 ジョン ゴントナー Sake World Inc 社 代表取締役 米国 日本 神奈川 食

8 ミーシャ ジャネット ファッションジャーナリスト、スタイリスト、ブロガー 米国 日本 東京 ファッション

9 末次 庸介 のんべえ大学 店主 日本 ベルギー ブリュッセル 食

10 アンア ステファニアク 東京藝術大学 博士課程 ポーランド 日本 取手 デザイン・芸術

11 田中 伸二 TANAKA オーナーシェフ 日本 スイス ベルン 食

12 田村 隆 つきぢ田村 三代目 日本 日本 東京 食

13 陳 海騰 東和㈱ 代表取締役社長 中国 日本 東京 観光・文化

14 辻 芳樹 学校法人辻料理学館 理事長／辻調理師専門学校 校長 日本 日本 大阪 食

15 ファビアーニ ディレッタ 音楽ジャーナリスト／早稲田大学大学院 博士課程 イタリア 日本 東京 音楽

16 長島 博 東京エアポートレストラン取締役執行役員／総料理長 日本 日本 東京 食

17 ニール ハートマン IAC社 ダイレクター／社長 米国 日本 札幌 メディア

18 服部 幸應 学校法人服部学園 理事長 日本 日本 東京 文化

19 浜 哲郎
Jem Ltd 会長／So Restaurant オーナー／Sozai Cooking 
Schoolオーナー／Japanese Culinary Academy UK 理事長
ジャパン・ソサエティ 理事

日本 英国 ロンドン 食

20 グレブ バルトロメウス 木屋旅館 セールス＆マーケティングマネージャー ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ／ﾄﾞｲﾂ 日本 宇和島 文化・観光
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名前（敬称略） 肩書き 出身
居住地

分野
国 都市

21 マーティン バロウ 茶道裏千家淡交会英国協会 名誉会長
ジャパン・ソサエティ 前副会長 英国 英国 ロンドン 観光

22 フランチェスコ フィオレ Axxe社 代表取締役社長 イタリア 英国 ロンドン 文化

23 深澤 宗昭 レストランフジ オーナーシェフ 日本 ペルー リマ 食

24 ベンジャミン ボアズ 翻訳家、作家、慶應義塾大学 訪問研究員
(一社) 中野区観光協会 観光大使 米国 日本 東京中野区 観光

25 エドガル サンティアゴ
ペラエズ マザリエゴス 早稲田大学大学院 博士課程 メキシコ 日本 東京 観光

26 松 秀二郎 JPN Mart社 代表取締役社長 日本 英国 ロサンゼルス 食

27 三宅 洋子 公益社団法人日本料理研究会 会長 日本 日本 東京 文化

28 ダルシャン ムニダーサ 日本ばしレストラン オーナーシェフ 日本/ｽﾘﾗﾝｶ スリランカ コロンボ 食

29 村田 吉弘 菊乃井 主人 日本 日本 京都 食

30 ロッセッラ メネガッゾ 国立ミラノ大学 准教授 イタリア イタリア ミラノ 芸術･デザイン･
ファッション

31 毛 丹青 神戸国際大学 教授 中国 日本 神戸 文化

32 山本 晴久 ㈱デンバー豆腐 創設者／前社長 日本 米国 デンバー 食

33 スティーブン ライマン 日本酒造組合中央会 ニューヨークサポートデスク 米国 米国 ニューヨーク 食・日本酒

34 李 容淑 関西国際大学 客員教授／学長特別補佐 韓国 日本 大阪 観光

35 アンドリュー リード William Reed Business Media 社
イベント＆エクシビジョン マネージング・ダイレクター 英国 英国 ロンドン 食・日本酒

36 ジョージ リム プロデューサー／観光コンサルタント シンガポール シンガポール シンガポール 観光

37 ティファニー リム ライター フィリピン 日本 東京 マンガ・アニメ

38 ポール クリスティー Walk Japan CEO 英国 日本 大分 観光

クールジャパン・アンバサダー ②（H28.11現在）
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